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け
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行
終
へ
し
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を
掻
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神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

神郷校区の人口 
神郷校区の人口 

人口   9,849 人 
（男）    4,764 人 
（女）    5,085 人 
世帯数    4596 世帯 

令和 2 年 12 月末現在 

 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

神
郷
小
学
校
校
長 

今
村 

信 

陽
春
の
み
ぎ
り
地
域
の
皆
様
に
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
定
年
退
職
に

よ
り
神
郷
小
学
校
校
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
学
校
行
事
が
例
年
通
り
に
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
児
童
の
安
全
確

保
が
で
き
、
効
果
的
に
教
育
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
教
頭

時
代
を
含
め
三
年
間
の
神
郷
小
学
校
勤
務
で
し
た
。
そ

の
間
に
、
各
部
の
活
動
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
楽
し
か
っ
た
活
動
を
通
し
て
、
皆
様
の
神

郷
を
愛
す
る
心
、
地
域
の
子
ど
も
達
を
大
切
に
す
る
心

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
将
来
こ
の

神
郷
を
支
え
て
い
く
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
の
た

め
に
、
神
郷
小
学
校
の
教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

退
任
の
挨
拶 

川
東
中
学
校
校
長 

神
野 

剛 

こ
の
度
、
定
年
に
よ
り
３
月
末
を
も
っ
て
退
職
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
間
の
在
任
中
、
神
郷
公
民

館
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
ま
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
変
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
を
振
り
返
り
、

い
ろ
い
ろ
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
元
気
で
学
校
に
登
校
で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た

い
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
、
笑

顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
学
校
の
本
来
の
姿
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
一
日
も
早
く
収
束

し
、
学
校
が
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

二
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
川
東
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
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そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
３
月
末
で
、
神
郷
幼
稚
園
園
長
藤
田
京
子
先
生
、
神
郷

小
学
校
校
長
今
村
信
先
生
、
川
東
中
学
校
校
長
神
野
剛
先
生
が
定
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
三
人
の
先
生
方
は
、
時
に
は
厳
し
く
時
に
は
優

し
く
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
愛
情
を
注
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。 
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神
郷
幼
稚
園
園
長 

藤
田 

京
子 

神
郷
幼
稚
園
に
は
、
平
成
三
年
か
ら
九
年
間
、
平
成
二
七
年
か
ら

六
年
間
勤
務
し
、
こ
の
た
び
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
厚
情
賜
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
多

く
の
楽
し
い
行
事
を
実
施
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
園

児
が
生
き
生
き
と
遊
ぶ
過
程
で
自
ら
学
び
成
長
し
て
い
る
こ
と
と
、

地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
様
々
な
活
動
が
、
神
郷
幼
稚
園
の
大
き
な
魅

力
で
す
。
公
民
館
や
各
団
体
の
皆
様
、
近
隣
の
皆
様
に
は
、
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

い
つ
も
温
か
く
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
感 

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

今
後
の
神
郷
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多 

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り
、
三
月
の
運
審
会
で 

三
人
の
先
生
方
に
感
謝
の
お
花
を
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た 

神
郷
校
区
一
同
先
生
方
の
第
二
の
人
生
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
お
元
気
で
ご
活
躍
を
・
・
・ 

 

公
民
館
の
外
壁
塗
装
工
事
が
す
っ
か
り
綺
麗
に
な
っ

て
終
了
致
し
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。 
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   ４月（卯月）の行事予定  
 

1 日（木）環境美化部会     神郷公民館   19:00～ 
２日（金）安全安心部会      〃      〃 

     見守り連絡会      〃         13:30～ 

5 日（月）健全育成部会       〃     19 :00~ 
7 日（水）老人会長会       〃      〃 

 8 日（木）神郷小学校入学式  神郷小学校 

      社協事務局会     神郷公民館  13:00～ 
9 日（金） 川東中学校入学式  川東中学校  

１０日（土）社協理事会     神郷公民館  19:00～ 

      子ども育成会総会    〃 
１１日（日）狂犬病予防注射     〃      10:50～ 

１２日（月）神郷幼稚園入園式  神郷幼稚園 

１４日（水）公民館セミナー   神郷公民館  14:00～ 
      民生児童委員協議会定例会 〃   19:00～ 

１９日（月）公民館運営審議会     〃   19:00～ 

２４日（土）社会福祉協議会 神郷支部 総会 〃     19:00～ 
連合自治会長会       〃     19:30 

２８日（水）地域ケアネットワーク推進協議会 〃13:30～ 

      少年補導定例会          19:30～ 

３０日（金）読み聞かせ定例会     〃   13:30～ 

昭和天皇が巡幸で、新居浜をご訪問 71 年前、 

         昭和 25 年 3 月 17 日の記録 

 

 

 

 

 

 

 

昭和天皇が、終戦から 1 ヵ月余りたった、昭和 20 年（1945）

9 月 27 日ＧＨＱ（連合国軍総司令部）の総司令官マッカーサ

ーとの会見に臨んだ。それはプライベートな訪問と言うことに

して、マッカーサーの住んでいるアメリカ大使館に天皇が出向

くという形をとった。その時、天皇は「私は、失意と虚脱にあ

えぐ国民を励ましたいので日本全国を回りたい、しかし一部に

反対の声はあるのだが…」と申し出られた。その申出に対して、

マッカーサーは「遠慮なく出かけるべきです。それが民主主義

というものです。」と快諾し、賛意を示されました。 

そこで、天皇はただちに宮内省の幹部に準備を命じられまし

た。そういう経緯があり、昭和 21 年 2 月 19 日、昭和天皇の

地方巡幸が始まります。 

ちなみに、天皇が外出することを「行幸
ぎょうこう

」といい、行く先

が二ヵ所以上になる場合は「巡幸
じゅんこう

」という。 

昭和 21 年 2 月から始まった地方巡幸は、天皇は精力的に全

国を回り、それは二府十県にも及びました。しかし昭和 23 年

に、諸般の事情から中断となるのでした。 

しかし、昭和 24 年に入ると、巡幸再開の声が湧きおこり、

国民の多くは天皇陛下の巡幸を求め、各県から嘆願書が届く、

県議会や市町村議会でも巡幸を求める決議が続々と可決され

るようになります。こうして再開された巡幸は、昭和 24 年は

九州となり、翌 25 年に、いよいよ四国の番となりました。 

昭和 25 年 3 月 17 日、香川県方面から来た特別列車は 11 時

37 分に新居浜駅にお着きになり、駅からはお車で、まず宮西

小学校の奉迎場で、多く集まった市民の歓呼に手を振ってお応

えになりました。その後、日新化学（住友化学）で昼食を召し

あがられご視察、次に四国機械（住友重機械）をご視察、続い

て井華鉱業（住友金属鉱山）をご視察して、南に上って角野小

学校の奉迎場へ、ここでも集まった多くの市民の歓呼に手を振

って応えられました。これにて新居浜での行事を無事終えられ

西条に向かわれたのであります。 

今度の四国地方への巡幸は、天皇陛下は 3 月 12 日に東京を

出発され、翌 13 日には宇野を経て高松にご到着。その後予定

のとおり香川、愛媛、高知、徳島の順で四国各県のご視察を終

えて、東京へお帰りになった。と後日開かれた市議会で当時の

荒井市長の報告がありました。 

一連の地方巡幸が終わって、昭和天皇は「顧
かえり

みれば昭和 21

年以来、全国各地を回り、直接地方の人達に会い生活の実情に

触れ、相ともに励ましあって、国家再建のため尽くしたいと念

願してきたが、巡幸によって、一応その目的を達成でき、満足

に思っている。」と感想を述べられております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 懐かしの映画（DVD）鑑賞会 
 

笑いでコロナを退散させましょう 
何を 「男はつらいよ」「釣りバカ日誌」 
日時  令和3年４月15日（木） 13:00～16:00 

場所 神郷公民館 学習室  無料 
申込   先着20名 神郷公民館 ℡46－1181 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 
神郷史情から神郷小学校4年生に記念品贈呈 

10 周年を迎えた神郷史情さんが、 

先日伊予銀行から地域文化活動助 

成金を贈呈されたことから、記念 

に神郷史情の歌詞と地域の名所を 

入れた下敷きを 500 枚作成し、 

2 月末に、神郷小学校 4 年生児童 

全員に贈呈しました。 

 

公民館セミナーのご案内 

講演 

「新型コロナウイルス感染予防ワクチン接種についての 

   疑問にお答えします」 

講師 たに脳神経外科・内科・ものわすれクリニック 

   院長 谷 到先生 

日時 令和 3年 4月 14日 14時から15時 

場所 神郷公民館 大会議室 

定員 50名  4 月 1日から受け付けます 

申込 神郷公民館（℡ ４６－１１８１） 

 

 

 

 

 

 

 

おめでとうございます 全国防犯功労者表彰 

防犯栄誉金章 近藤正武さん（田の上） 
 公益財団法人全国防犯協会連合会と警察庁では、防犯活動

に功労のあった、全国各地の防犯ボランティアの方々や防犯

ボランティア団体を表彰しています。令和２年９月２４日に

明治記念館にて、全防連主催の全国地域安全運動中央大会が

開催され、近藤正武さん（田の上）が愛媛県でお一人だけ防

犯栄誉金章を受賞されました。おめでとうございます。 

 

四国機械で歓迎に応えられる 宮西小学校で歓呼に応えられる 

 

  

２月２５日の贈呈式の様子 

 

 


